
大槌町地域公共交通会議

※記入する際、枠の大きさの変更及び頁追加のうえ作成することも可能とします。

事業名：令和５年度地域内フィーダー系統令和４年10月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況（事業期間：令和４年10月１日～令和５年９月30日）

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
○大槌町民バス
・運行事業者：大槌地域振興株式会社
・系統数：６系統【金沢小鎚線】
・運賃（１回乗車）
①一般 200円 ②高校生以下 無料
③障がい者手帳をお持ちの方 100円
④妊婦の方 100円
・運行日：毎日（12/31~1/2を除く）

合併状況：明治22年に大槌村、小鎚村、吉里吉里村が合併、その後昭和30年に金沢村と合併し、
現在の大槌町となっている。
人 口：10,761人（令和５年10月末現在） 面 積：200.42平方キロメートル
高齢化率：38.8%（令和５年10月末現在） 協議会開催数：大槌町地域公共交通会議 ７回

・町民バスの運行について、利用者のニーズに合わせた起終点の変更や、より効率
的な配車及び運行を実現するために路線の再編を行う。（大槌町、事業者）
・ バス車両について、国の基準に則った低床バス車両（ノンステップバス等）の導入
による車両の更新を検討する。
（大槌町地域公共交通計画（令和４年３月策定）P52、57参照）

【実施状況等】適切なダイヤ改正を実施するため公共交通利用実態調査を実施し、町民バスの利
用状況等の分析等を行いました。調査結果に基づきダイヤ改正を実施する予定でしたが、途中、
県交通バスのダイヤ改正があったことから、ダイヤの検討を継続しました。現在、令和６年４月に
ダイヤ改正を実施できるよう準備を進めています。

【目標】
①町民バス（路線バス）の収支率を20％以上（直近年度（R3）の実績13.3%）とする。
②町民バス（路線バス）の1便平均乗車人数を4.0人/便以上（直近年度（R3）の実
績3.7%）とする
【効果】

町民バス（路線バス）を維持することにより、高齢者等の日常生活に必要不
可欠な移動手段が確保される。また、幹線・支線のネットワークが連携する
ことで、効率的な運行体系が実現できる。さらには、外出促進が図られ地域
の活性化にも繋がる。

町内の幹線交通となる三陸鉄道リアス線及び岩手県交通バスは、隣接する主
要都市「釜石市」へ通じる唯一の交通機関で、その幹線交通につなぐ対象路線
の町民バスは、自家用車を運転できない高齢者等の日常生活を支える必要不
可欠な公共交通で、その維持確保が必要とされている。
町民バスの運行は、町の将来人口や自家用車の普及状況などを見据え、公
共交通機関の利用者低迷や収支悪化の改善につなげ、復興事業後の新しい街
の形成に合わせるとともに、地域内公共交通の維持確保の改善を図り、住民の
暮らしを支える持続可能な公共交通システムの構築を目指す。

【実績】 ①町民バス（路線バス）の収支率を20％以上
⇒12.0%（達成率60.0%） 評価C

②町民バス（路線バス）の1便平均乗車人数を4.0人/便以上
⇒3.6人/便（達成率90.0%） 評価B 〔内訳〕 A ：０件、B ：１件、C ：１件

【考察等】収支率については、昨年度実績と比較すると減少しています。主な要因は燃料費等の
高騰が考えられます。平均乗客人数は、令和５年度から新たに設定した指標です。目標値に占
める割合は90.0%となっています。引続き、利用者の増加に向けて取組んでまいります。
※評価の判定基準
・A⇒目標達成100%以上
・B⇒目標達成80%以上100%未満
・C⇒目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【達成状況（結果）】
①町民バスの収支率12.9%（達成率51.6%） ②町民バスの利用者数23,948人（達成率29.4%）
【一次評価】町民バスと県交通バスの乗継について改善の意見が多いことから、それぞれダイヤ
改正に係る連携を強化し、利用頻度の向上、運賃収入の増に向けて取組む。
【二次評価】地域公共交通計画に基づき幹線・支線のネットワーク強化やダイヤ見直しを検討して
いること、時刻表デザインの改善を実施したことを評価する。数値目標が達成されなかったことに
ついては、新型コロナウイルスや人口減少以外の観点からを分析を加え、今後の施策を検討す
ることを期待する。

昨年度比で減少した収支率については、主に、燃料費等の影響を受けているものと推測されます。
今後においては、物価高騰の影響となる社会情勢等に注視しつつ、乗降調査や利用者ニーズを
的確に捉え、ダイヤの見直し等運行内容を検討し、収支改善に寄与するよう努めてまいります。
一方で、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後、利用者数に増加の傾向が見られること
から、情報発信等により更なる利用者の増加に取組んでまいります。
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大槌町民バス運行図（令和４年３月改正版）
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大槌町民バス運行図（令和２年12月16日改正版）


